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雑報重溝息
○眼観遽星の軌滋轍1917年，二
：重星界の罐威者たる　R，G．　Aitkcn（エイ
bケン）氏カミLThe　Binary　Starsl（漣1星）
Sいふ名の著書をかい字こ時，其の巷末に
年時知られてみた連翠軌道の要素すべて
為表にして掲げずこ．其の中1：iirl六十入個
の辻一E螺髪書，循了ほ，他に十九個の幾ら
か不：確實な蓮星軌道潜含んでみる・定こ
ろが，最近，ナランダ二天丈商界プレテ
ン（Bulletin　of　the　Astrorユomical　Institute
oli　the　Net｝r工add）第3径第149頁にW．　H・
vm　den　Bos（ワ“ンデ1ンボス）氏が，又・
今知れてみろ悉くの蓬星曲道表か獲表し
た．配れにに纏計117個の星の軌道が娼
げ7こ．此の中で，最も短かい辺期の漣星
ばぎょし簿座の首星即ちカペラで，週燭
は104．092日であるが，之れ【工，但し，
ヰルソン山天文姦のL二十吠汗渉計で測
定し7；結果の産物であろ．二重星観測の
基本的方法であろ測微雨（MiCrometerマ
イクロメータF一）雪嶺で1（，　・P　（vj，遮う
灘座デ星の週期の6・7年が最も短かい・
○濠洲シド：一天文i塁i今般，前
軍Sydney（シドニー）の洲一天文豪ば駿
止されるこ定」なれり，從來の紀長Cooke
（クク）域な始め職員たちに他へ萱葺じ，い
ろいろの器械なご1階ま7こ何れかへ逮ば
れるこミSなった・一二の報矧嘱堺
のナこめ典常｛こ悲しむべき幸艮知である・既
に今までにも，一般に，濠洲方面の天文
婁が振ばないで，其の7；め學界の損失ぱ
多大であるISが鰍来至ゐミころ嘆かれ
Kゐナこのであるが，酬いよいよSydney
天文塁が慶正ぜられろこ鎖工吾人が一暦
の寂莫々豊えろ所でめる．ミ同ns　［：，今
現存する吾が東洋方面の天丈毫の責任isr
使命匡一履重大ミなつすこわけであか
○本銀六月29ヨの日食灘測に
　珍らしく英國の中央な横切ってノルエ
ー國へぬけろ託の皆既日食1ち数年前か
ら既に各國の二者P一般人士の注意撫惹
いてゐうが，飼ぶんにも英國内でlt皆既
時間が二十敷秒εいふ短かさなので，多
くの人々巨むしろスカンヂナビや牛島に
於いて多少tal　tS）ミも長い時間の皆既奄見
mpうS企てyみろ．（詳しくば本會獲行
L帰因年難］か見られよ，）大英天文協會
（B．A・A．）でばノシエー國のアlv（A1）
市へ四四の計図を獲表し総里桜三十ボ
ンBSして，希望者届募集してみろ・
　此の日：食ば同日シベリアの東部ビベ：一
リング轡でも見えるのであるが，我が日
本からも其の漫へ出掛けて観測して見ap
うrtいふ熱心家に無いものか？
0世聡警纏二刀測の叛久設備
　去るユ926年の十月目十一月ε爾別こわ
7：　L）　，来國アナポリス，アー）Jントン，
ホノル病気鯉のがシドー，デシー，及
びシャム巨1のサイゴンで無線電信により
毎日一・定時に精密時刻な放逡し，世界各
地に於ける経度観測の試験為・やつ糞こs
（ゴニ，　既1二本誌第68號，第463頁【＝幸艮じ才こマ三
ころであるが，此等に關遽して・去る十
一月8日フランス國アカデミ例會の席上
に於いてラ）Vマン（Ch・La11emand）氏［i・
目下，國際測地他地球物理學同盟が計書
しつSある経度齪測の永久設備のこ定た
報告しナこ．それによるビ，
　1．佛鎮アフリカの　アルジ’エP市
　　　　　　　　　　　　　（Algier）
　2．：支那の　　　　　上海市
　3。来國西岸の　　　サンデイゴ市
　　　　　　　　　　　　（San　Diego）
の三ケ班に無線電信による時刻放蓬局が
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建設される筈であるtいふ・一此の三
局．に相互にほぼ120度つつの経度の差に
離れてねる揚所ミして選定されナこもので
あろ・
0米國學術諸事の賞與1924年以
飛来國の學衛協命（A．A．　Advancement
of　Science）で1工年1＝一度つつ，理學上の功
績者に金1000ド］vつつの賞pm．）L’するこS
になって居り，天文學に關して1工1925年
一月yシントン市での穂會に於いて・ヰ
rvソン山天文璽のハブrV（E，　B．　Hubble）
氏にL渦巻星雲中のセブアイ式憂光星硯
究コに期して鈍の賞が贈られアこ．最：近報
による亡・今1927年一月のカンサス市で
の総則に於いて，〃1）一ヴランド市ケー
ス理學校教授ミラ’（D・C・Miller）氏［t
L宇宙工・・テ，レの相野蓮；動に關する砺究「
によリ此の賞金た授けられ71由・
Oロレンツ教授の渡米．理論物理
學者亡して有名なナランダ國ライデン大
學教授ロソンy（H・A・Lorentz）氏に目
下米國に滞在中，去る十一月にはコーネ
）y大黒で講演し7こ・其の後，太子洋岸に
行き，本年一月S二月Sにばパサデナ市
の加州工二院で講演し，四月ににナラン
ダへ囁る由・
O天髄宇宙の最奥ぼP去ろ十二
月7日米國ワシントン市のカーネギー學
院で，ヰJVソン山天丈豪のハプル（E・B．
Hubble）氏が講演しナこ所［こ櫨るrS，同天
賜墓のL百四種遠鏡で今観測し得る最遠
方の星雲に
　840，000，000，000，0003000，000マイァン
自pち　345，000，000，000，000，000，000里の星陸
離である亡いふ．之れに叉換言すれば一
億四千萬光年ミなる・即ち・荊レソン山
の大反射鏡により，吾人［t太陽な隔心t
し，孚径一億四千萬光年の大野内の天騰
空界卑し得ろのであろが；ハプル・氏の言
によれ1ゴ，此の大球形内に約二百萬個の
星雲が存在し其の分布にほぼ一様であ
る・勿論此の多数の中にに可なり近y’も
のも無いでに無い．最も償いのに
　　小マセラン雲　　距離102000光年，
　　大マセラン雲　同112000
　　メシエ第三十三番（N・G。C・598）
　　　　　　　　　　同　IOOOOOO光年，
　　アンドロメ大星雲（N．G．　C。224）
　　　　　　　　　同　950000光年，
　　N．G．C．6822同1000000
ハプッ氏の講演の一en［tNく
　L星雲に非常に遠いものでありますか
ら，吾々が掛れ准槻唆して居ろt言ふご
Eに部ち吾々の過去の蓮いいろいろな地
質時代（Geological．ages）に趨つt二事件た
見d付けられてみるS同じ意味でありま
ず．最も近距離のマセラン雲雌βち大氷
河畦代の頃の有襟な見ぜて居り，叉，ア
ンドロメ星雲に鮮新（Pliocene）時代の物
であります．又，襯測し得る最も遠い極
限のものiteP　S後期古世（pa1・…ic）時代
のものであるわけです・ごく近頃に起つ
六事件匡今に光波の遽度た以って吾々の
方へ通信が迭られてある途中にあるので
すから・非常に思ひ切つナこ豫言者だけが
此うしずこ將來のニウス罵言ひ當てるので
ゼう・
　ししかし吾人に見える宇宙の極限ミい
ふもの【ち要するに機械の能力によって
決定rfられろのでず・今のよりももつピ
感じの良い爲眞原板t，もつS大きな望
蓮白書があれば，今知られてみるより更
に幾倍かの遠方も見えるのでありまし
て，實際，今吾々が見込みのありそうだ
s思って居ます由る種の改良為加へtこだ
けでも，殆んご地球が生れナこばかりのや
うな大昔しの時代の景色か見ぜてるる十
話方ヲ巳年の蓮い星雲ゐρ爲毒詫に撮るこオ
も，近いうちに可EE　tなるでありまぜ
う内云々・
○大英天文協郁々長新任　大英
天文協會（B，A・A・）（t昨1926年十月27日
いつものSion　Coエlegeで総會を開き，19
24年の秋以來の會長（］■D・P・DavieS師
の満期倉淵定共に新會長の選出なした・
始め，同島々計のHenry　E】lis氏が當撰
しナこが，會計ど會長書を兼れろこごは不
可能であり，EIIis氏（t自ら設計の職tt留
らんこ書為希望ぜられナこので・遂にW・
H．Steavenson博士が會長1；塞げられ九
　ちなみに，此の會は吾が天丈同好會xEI
同様な目的ご性質を有する會であるが，
1890年にロンドンで創立されナこもので，
昨年（1926年）十月現在の會員総数975名
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である・総理の席上，薔馬長Davies師
il慣例によって一場の引退記念講演なし
ナこ．題にL反射望：蓮鏡の歴史『で・グソゴ
可の昔から・づンモンまでの事か述べら
れナこ・
　此の維會に馬偶然，来國アンナ瀞ア大
野の天丈塵長・・セィ（w・1・Hu・sey）氏も
同大學助教授ロシター（RA．　Rossiter）
氏tが出席し會長の講演後，毒筆が交
々小二言尭なしす；，　爾氏じ〔ちょうごコ婁の山
南アブ可力へL二十七吋コの大望二二た持
って行って新しい天益虫な建設すろ7こめ
の途中・英國に立ち寄つ糞のであっナこ．
一しかるに，：不：幸1こして，ハセイ旧恩
匡此の穂會の日の夜，ホテルで心臓痂痺
引起し，急死けこ！！判事イ氏は来臨天
文學界の一一一一元老であるから，f此の死の報
知匡各國の人々た：驚うかしナこものであ
る・しかし，其の後，n“7ターは輩蜀で，
豫定の如く，南アフリカに向って出獲し
』ナこ．
　　　　　　　　　蓬　信　及
　　　　　上田寅部報告・
上田「星の研究會．1（t本年度の納會な十
二月十入日午後七畔より上田図書館内に
し7二・折戦士風雪の夜なるにも拘らす集
義まる同好の士（1五十名・中にに裁里の
暑くから定刻までに來屯しナこ熱心な工員
もあっすご．支部幹事宮島善一鄭氏ば宇宙
開閥論の題下に最亙の肉親た紹介し，上
田姦糸黒門學校教授原田親雄氏ば天文學
亡物理學εの關係について詳論ぜられて
午後九時講演怨了つすこ．
　賢聖館畏岡崎袈裟雄氏匡會員か代表し
講師宮島氏にi黙し慰：勢の嚇奄蓮べられ
ナこ．それより會員ltストーブfe國み種々
なる質問や羅談に時を移しナニが・自然に
窪まれ力上田市に是非天工i蒙な建1鎚しナこ
しごの叢が起り．これが實現に努力する
事々申合ぜズ午後十一時盛會裡に閉倉し
7こ，（上田支部通信）
　　　　　　岡山支部通信
十月九日　宮原幹事宅で天界醗究會．
十月十四日　闘西申學校で黒黙観測會．
　水野幹事の上洛十月十六口上洛．十七
　日ば午前中S午後の學遠回會の講演祉
　聰聞．それから天丈同好會総會に出席
　十入日再び大學に・同夜蹄岡されナこ．
十一月十一・日　下村内務部長宅で天腫観
　測・
十一月十三日　宮原幹事宅で天界研究會
十一月二十日　六高科學會主催で天丈講
　話會が催され．來縣中の山本博士Iit「経
　緯度測定法」について講話されずこ．
十二月十一日　宮原幹事宅で天界研究會
十二月十入日　倉敷：小學校で天爵講話が
　催され・水野幹專ば「星の光度」S「恒
　星」ビについて述べ，併ぜて「倉敷天
　丈蔓」につle、て實ま也言覚q月ゐρで£られナこ．
報　奮
倉敷通信
　　　　　　岡山支部報告
1・毎月第一ご第三Sの土曜日か公開日
　定定め，當日ば通俗講演ビ天膿観測s
　為行ふごSにし九
2・　第一回公開日．大正十五年十二月四
　日午後七時から．蔓員理學士宮原鮪氏
　「反射望遠鏡」の話について講演した・
　來聴者酉島商船學校部員，生徒十二名，
　關西中訪露生面二十絵師，川上郡高倉
　村女嫌生三十Ek名其他数十名あって，
　講演一直測會が催されナこ．
3．　第二回公開日．十二月十入日午後一
　蒔から御津郡及び都窪郡教員團六十絵
　名の爲めに水野主事に天丈建について
　詳細なる設似た試み太陽の観測なしナニ
　　午後六蒔から岡山馨科大弓器局長原
　勝己氏外二十三名の酌めに，水野主事
　t！1天禮の大さi！，距離」［：ついて特別
　講演な試みそれから天丈篭か案内し力
　　午」後七時力’ら通俗講演會力、開かれ，
　水野主事【耳十二月の天」なろ題下に一
　場の講演な試み，その後若干の天禮な
　観測しすこ，
4・　十二月中の塗観潮・
　七口・大阪市第二西野田小三校
　　　　　　　　　　　　正田正三
　入日．岡山歩兵第十聯隊大尉山本道三
　　　　外入名．
　十七日。御津郡教員團片山宣太郎外座
　　　　三惑．
　二十四日・都窪郡豊洲小謡校　秋田秀
　　　　一油入十三名．　水野　主事
　　　　　　倉員清息
理學士竹田新一耶氏は去る二月より京
大理學部宇宙物理學敦室の講師電なられ
7：・
